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巻 頭 言

｢皆さんはなぜ、今の楽器を！？?」
栃木県吹奏楽運照副理事長小川光正

皆さんこんにちは！
この「すいそう太郎」が皆さんの手元に届く頃はアンコンも終わり、今年度の活動も一段落し、ほっと一息

といったところでしょうか（八一八）いやいや、来年度に向けての構想を練っており、一休みしているどころではな
いという方々もおられるかもしれませんね、すいません、失礼いたしましたm(_ _)m

ところで、皆さんは、どうして今の楽器を始めることになったのでしょうか？
トランペットやフルートは華やかだし目立つし、やってみたい1先輩に誘われた（あるいは顧問の先生に指定さ

れた、決められた！）とか「君は身体が大きいから・・・？!」、など様々な理由があってのことでしょうね（八一八;）
さて､私はというと、中学校に入学するときに先輩に｢おまえはトロンボーンだと言われて｣否も応もなくトロンボー

ヘンになり（実は当時の私の中学校では、小学校で、鼓笛隊長をやったヤツは（私はその鼓笛隊長をやってい
ました！）、中学に来たら吹奏楽部に入り、トロンボーンをやるんだという変な伝統？？が5～6年以上続いて
いたので、そのようなことになり、以来今に至るまで約50年同じ楽器を続けています。（その間全然上手くなっ
てませんが（八八;）
そんな私ですが､なぜ50年も同じ楽器を続けてこられたかというと､それは、中学校の時のある思い出があっ

たからです｡その思い出というのは､私が､中2の時の課題曲（兼田敏作曲のバンドのための寓話)の中で､マー
チの中でよくあるような、テューバとトロンボーンでの「ブンチャッ･ブンチャッ」というフレーズが曲中にあり、（そ
の曲中では一見五拍子というか、ヘミオラ風のリズムがあったのですが、何を考えたのか、当時の顧問の先
生（第2代栃木県吹連理事長の手塚豊先生）から､トロンボーンとテューバパートだけ取り出しで､やってみろ！
と言われ、やったところ、見事に縦線も横線もそろい、かつ音楽の推進力もあり（ほんとかよ？!）自分たちも「こ
りや、こでらんね」という、すごくやってて楽しいし、これが永遠に続いたらいいのにと思えるほどで、それが
忘れられず、もう一度あの快感を味わってみたいという思いに駆られたため50年もやってこられたのです。あ
れっ、これって「アンサンブルの楽しみ、そのものですよね！」
皆さんも、何かしらの楽しみ（いい音で楽器を鳴らすことができた、ソロを褒められた、あるいは楽器を通し

ての友達との交流、など）があるから、楽器を1音楽を！続けていられるのでしょうね。
へ多分それは、これからの皆さんの人生の中で、必ず、役に立つ、あるいは潤（うるお）いをもたらすもので

あることは間違いありません。
私も、長く音楽を続けてきたおかげで、多くの 8uY''

素晴らしい音楽と出会い多くの素晴らしい 刀 ． 〃
人 た ち と 出 会 い 、 豊 か な 人 生 と い える か

どうかはわかりませんが、
楽しく生きてこられました（八_A) v
皆さんも、これからも音楽を楽しみ、

続けていってください。

何かいいことありますよ（八八)／
きっと？たぶん？
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⑥第24回東関東小学生バﾝドﾌｪｽﾃｨバﾙ(ｽﾃージ部門)に参加しての感想
令和7年9月14日旧）ステージ部門会場：宇都宮市文化会館

｢東関東大会で思ったこと」
真岡市立大内東小学校 4 年 梁木智矢

合同バンドで練習して半年、東関東バンドフェス
ティバルに出場するとは、夢にも思っていませんで
した。

兄が益子小との合同バンドに参加していたので、

自然とぼくも参加することになりました。今年は大内
東小からぼく一人だったのでとても不安でした。で
も、益子小のバンドのみんなや、先生方、保ご者
のみなさまが温かくむかえてくれたので、すぐに仲
間に入ることができました。

ふだんの練習では、きそ練習をやったり、リズム】ふだんの練習では、きそ練習をやったり、リズムをとれるように歩いたりしていました。トロンボーンも音が良く
なるように、こつこつ何回も何回もくり返し練習しました。

みんなでホールニユーワールドを歌い、むずかしい英語も夏休みに一生けんめい練習してうたえるようになりま
した。

ダンスの練習では、みんなで決めポーズやステップなどふりつけをかくにんしながら、アラジンのジーニーのよ
うに楽しさを表現できたらよいなと考えて、おどりました。

大会本番の日は、きんちょうしたけれど、ぶ台に立ち、音を出したしゅん間にきんちようがなくなり、ぎゃ〈にワ
クワクする気持ちになりました。あっという間にえんそうが終わり、力を出し切れたと感じました。
大会の結果は、バスの中でみんなで聞きました。金しようをとれてすごくうれしい気持ちと、金しようをとれた

のに全国大会に出られないくやしい気持ちになりました。でも、この気持ちを仲間といっしょに味わうことができ
たのが、一番の思い出です。

これからも、合同バンドで活動できることに感しやし、こつこつと練習を重ね、みんなで最高の音楽を楽しん
でいきたいと思います。

②第3'回東関東吹奏楽ｺﾝｸーﾙに参加しての感想
令和7年9月6日(士)・7日（日）高校生の部A部門・中学生の部A部門会場：カルッツかわさき

9月13日出･14日旧）高校生の部B部門・小学生BF･小学生の部会場：宇都宮市文化会館
9月20日出・21日（日）中学生の部B部門・職場一般の部・大学の部 会場：水戸市民会館

｢覚悟と情熱を音にのせて」
真 岡 市 立 真 岡 中 学 校 部 長 鯨 絢 音

私たちは､東関東吹奏楽コンクールに出場し「歌
劇「トスカ」よりjを演奏しました。顧問の先生の

情熱と、先輩方の意思を継ぎながら、毎年より高
い目標を掲げてきました。今年度は、「覚悟～奏で
合う情熱､響き渡る未来～｣というスローガンのもと、
東日本大会出場を目標に部員一人一人が強い覚
悟と情熱をもって本大会に臨みました。
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本大会に至るまでの道のりは決して簡単なものではなく、目標に対する意識の違いから練習の方向性や考

え方で何度も話し合いを重ねてきました。その中で互いに思いを伝え合い、ぶつかり合いながらも、少しずつ
同じ方向を向いて進むことができるようになりました。部長として私は「部のためにできることはすべてやる」と
決め、時間も気力も全て部活動に捧げてきました。

本番当日、緊張感に包まれたステージで私たちはこれまで積み上げてきた思いを胸に、一音一音に心を込
めて演奏しました。

また、私たちは部員だけでここまで活動できたわけではありません。地域の楽器店の方々の支えや、OB.
OGの皆さんの応援に加え、日々支えてくださった保護者の方々、そして常に導いてくださった顧問の先生方
の存在があったからこそ、私たちは音楽と真剣に向き合い、精一杯頑張れる環境の中で活動することができ
ました。その一つ一つの支えが私たちの大きな力となって背中を押してくれました。

結果は二年連続で金賞を受賞することができましたが、目標であった東日本大会出場を達成することはでき
ませんでした。しかし、このメンバーで音楽を作り、このステージに立てたことに心から幸せを感じています。
悔しさもありますが、それ以上に仲間とともに積み上げてきた時間や経験は、これからの人生において大きな
財産になると信じています。この大会で得たものを胸に今後も音楽と真剣に向き合っていきます。

｢東関東吹奏楽コンクールに参加して」
宇都宮大学共同教育学部附属中学校部長 3 年伴総花

代表選考会の表彰式。緊張した空気が流れる
中、東関東大会に進める学校の発表が始まりまし
た。一つまた一つと学校名が呼ばれる中、私たち

宇都宮大学共同教育学部附属中学校の名前が
発表されました。あの瞬間に会場内に響き渡る部
員たちの歓声、感動は今でも忘れられません。同
時に、県代表として東関東大会に出場するという
ことに身が引き締まりました。そして東関東大会に
向けてより一層、厳しい練習に励み始めました。

妥協をせず部員同士で支え合いながら辛い練
習も乗り越え、遂に東関東大会当日を迎えました。

会場へ向かうバスの中では、最後の掛け声が始
まりました。男子副部長による「絶対金賞取るぞ-!」の掛け声と共に全員が拳をあげて「お-!」と叫びいつ
もの笑顔が戻りました。

大きな会場を目の前にした時、「今からこの会場に音を響かせるのか」と改めて身が引き締まりました。会
場には沢山の人たちで溢れていました。慣れない会場で困惑しましたが'1いつも通り11をモットーにリハーサル
室で最後の練習を終えました。舞台袖では緊張や不安で頭が真っ白になってしまいましたが、顧問の藤沼先
生の「よく頑張ってきたね。今までの自分を信じて｡」という一言で前向きになり、本番は堂々と私たちらしい
｢Tr i t t i co』を響かせることが出来ました。演奏後は全員、最高の笑顔で写真を撮ることが出来ました。結
果は金賞でしたが、東日本大会には一歩届かず、私たちの夏はここで終わってしまいました。悔しさでいっぱ
いでしたが全てを出し切ることが出来たので後悔はありません。この日は最高の1日になりました。

私が最後まで吹奏楽部をやり切ることが出来たのは保護者の皆様、顧問の先生方のおかげです。本当に
ありがとうございました。そして、最後まで目標に向かって走り続けてくれた仲間たちにも感謝の気持ちでいっ
ぱいです。この三年間は一生忘れることのない大切な宝物です。このような大会を運営してくださった吹奏楽
連盟の皆様、心より感謝を申し上げます。ありがとうございました。
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｢東関東吹奏楽コンクールに参加して」
栃木県立小山城南高等学校3年 部長 宇賀神 莉心

「東関東大会で悔いのない演奏をしたい」その
ような目標を胸に熱く持っていたものの．．．その間、
栃木県マーチングコンテストにも出場し、コンクー
ル の 曲 か ら は 1 ヶ 月 間 離 れて い ま し た 。 そ して コ ン

テストが明け、1ヶ月ぶりの合奏での絶望的な演
奏は今でも忘れられません。マーチングがあった
からこそ学べたこと、スタミナが増したことは良かっ

たと思います。しかし、マーチングモードからコン

クールモードに戻すまでには苦労が多く、それぞ
れが工夫を重ねました。

当日、東関東大会の会場では、どの学校もレベルが高く圧倒されました。リハ室での部員の表情は、緊張
と不安が込み上げているように感じ、少し焦りを感じました。ですが、リハ室を出る前に全員で目標を大声で
叫びました。すると皆の表情が明るくなり､安心してステージに向かうことができました。本番､すべてがうまくいっ
たわけではありませんでしたが、楽しく舞台に立ち、今までやってきたものを出し切り、聴いてくださる方々にい
い音楽を届けたい、という私たちの気持ちは達成されたように思います。コーダの部分では、このメンバーで
全力で音楽に取り組んできたこと、全力で音楽を楽しんできたこと、今までの日々が頭を駆け巡り、締めくくりの
C-durの和音は、今までの吹奏楽人生で1番の思い出のハーモニーになりました。

結果は､銀賞でした。表彰式の舞台からは､涙する部員の姿が見えました。本当は笑顔を見たかったです。
しかし、ここで得た経験は、今後の取り組みの糧になることは間違いありません。このメンバーで東関東大会
に出場できて良かった!とあらためて思いました。

｢東関東吹奏楽コンクールに参加して」
宇 都 宮 市 立 陽 南 中 学 校 部 長 3 年 片 山 愛 葉

東関東吹奏楽コンクールは、私たちが目標にし
てきた舞台であり、出場できたことは念願が叶った
貴重な機会でした。日々の練習では、思うように
いかないことも多く何度も壁にぶつかりましたが、
この舞台に部員全員で立つという目標があったか
らこそ、仲間と支え合いながら努力を続けることが
できました。本番では、とても緊張しましたが、こ
の 貴 重 な 機 会 を 大 切 に 、 こ れ ま で 積 み 重 ねて き た

成果を精一杯表現することができたと思います。
結果だけでなく、この舞台を目指して過ごした時
間や経験そのものが、私たちにとって大きな宝物になりました。

顧 問 森 下 円 佳

本校は、近隣の小学校に管楽器のバンド等がないため全員が初心者で入部してきます。音符がまったく読
めない生徒、吹奏楽の演奏を始めて聰く生徒等、5月にゼロスタートする1年生です。そんな1年生も含め、
部員全員でコンクールのステージに立つのが例年です。コンクールまでの3カ月、限られた時間で助け合いな
がら課題曲に自由曲と2曲を仕上げていくことは容易ではありません。不安になりながらも、目標に向けて何度

｢＝河
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も繰り返し練習に取り組む生徒たちに、私も勇気をもらい同じ気持ちで一緒に吹奏楽青春しています。今年度
自由曲に選んだ、樽屋雅徳さんの「カタリナの神秘の結婚2023年版」は、私たち吹奏楽部員にとって、か
なり背伸びをした曲でしたが、それでも諦めずに納得がいくまで仕上げることができました。

この3年間陽南中学校吹奏楽部の部員だったからこそ得られたこと、様々な経験を胸に、それぞれの道を
歩んでいってほしいです。

｢東関東吹奏楽コンクールに出場して」
作 新 学 院 高 等 学 校 部 長 3 年 齋 藤 心 和
私たちは第31回東関東吹奏楽コンクール高校

A部門において金賞を受賞することができました。
束関東という大きな舞台に立てたことは非常に貴

重な経験となりました。県大会とは異なる緊張感
の中でこれまで積み重ねてきた練習の成果を出し
切ること、限られた演奏時間に音楽を集約するこ
との難しさ、私たちの全てが詰まった12分間に惨さと愛しさを改めて感じる高校生活最後の大会となりました。

今年の自由曲は伊藤康英作曲「ピース、ピースと鳥たちは歌う」を取り上げました。この作品はチェロ奏者
のパブロ･カザルスが国連にてカタロニア民謡「烏の歌』を演奏し平和への願いをスピーチしたことが題材となっ
ています。この民謡のモチーフが全編を通して散りばめられ世界平和への願いの強さを楽譜からも読み取るこ
とができ、配布された直後は非常にメッセージ性の強い作品に挑戦することになるなという印象でしたが、自分

たちなりの解釈で深掘りしていくことで常に聴衆を意識した音楽を構築していく重要性を再認識することができ
ました。本番では夢中で音楽に没頭しました。全国大会へは届きませんでしたが皆と重ねてきた音楽でこの舞
台に挑戦できたことに大きな意味があったと感じています。

また全日本吹奏楽コンクールが宇都宮で開催され運営補助員として携わる機会をいただきました。自分たち
の音楽に自信を持って表現する高校生の姿が強く印象に残っています。「あの舞台に立ちたい」という思いは
後輩たちに託すことにします。

出場するにあたり、家族以上に一緒の時間を過ごした指揮者である大貫先生や仲間たち、日頃から私たち
の活動を支え自分のことのように喜び、悔しがってくれた三橋先生･野澤先生、応援しサポートしてくれた家族・

講師の先生方、支えてくださった全ての方々へ感謝いたします。
今後は後輩たちの活躍を楽しみに、OB楽団である作新楽音会に所属し恩返しできるような音楽活動をして

いきたいと思います。

｢第31回東関東吹奏楽コンクールに参加して」
矢板ウインドオーケストラ事務局長岡田徹

当楽団は1 982年に発足以来、皆様の温かいご支援とご指導に支えられ、本年で44年目を迎えることが
できました。これまでに年2回の定期演奏会、コンクールの参加、そして地域活動を続けてこられたことは、ひ
とえに関係各位の多大なるご尽力の賜物と心より感謝申し上げます。

私たち一般の吹奏楽団（の運営事務局）にとってコンクールに出場することは、限られた期間で課題曲と
自由曲の2曲を仕上げるため、練習場所の確保や楽器の移動など、たくさんの制約のある非常にストレスのか
かる行事であります。ですが、団員にとっては、音楽に対する理解を深めることができる、非常に貴重な機会
です。

本年度は、水戸市民会館にて開催されました第31回東関東吹奏楽コンクールに参加いたしました。出演
順が9番ということもあり、当日の練習はできません。団員の中には前日から水戸市内に宿泊したメンバーもい
たようですが、私は当日の朝2時間ほどかけて移動しました。2023年にオープンしたばかりのとても素晴らし
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いホールで演奏でき、とても良い経験になりました。演奏の内容は特に大きな事故もなく、普段の練習の成果
は出せたのではないでしょうか。結果は金賞をいただくことができました。
大人になると、演奏技術の向上は難しいですが、少しでも現状維持し、大人ならではの味のある、趣味性

の高い音楽を求めて今後とも精進してまいりたいと思います。

③第3'回東関東ﾏーﾁﾝグｺﾝﾃｽﾄに参加しての感想
令和7年10月5日仕)A部門（中学生の部・高校生以上の部）会場：ひたちなか市総合運動公園総合体育館

B部門（中学生の部・高校生以上の部）
※第24回東関東小学生パﾝドﾌェスティバル（フロア部門）も同日開催

｢壁を乗り越えて」
壬 生 町 立 壬 生 中 学 校 顧 問 吉 川 宗 快

私たち壬生町立壬生中学校吹奏楽部は、令
和7年10月5日、茨城県ひたちなか市総合運動
公園総合体育館にて行われた、第31回東関東
マーチングコンテストに参加させていただきました。

大会の日までに、私たちにはさまざまな壁がありま
した。しかし生徒たちは、それをひとつひとつ乗り

越え、大きく成長することができました。
一つ目の壁はリズムです。演奏曲の中に、

｢MISS ION : IMPOSSIBLE lのテーマがあり言

④

へ

幻 堅

IMISSION : IMPOSSIBLE』のテーマがありました。この曲は5拍子となっており、演奏しながら歩くことに
生徒たちは苦労していました。ふだんは5mを8歩で歩く訓練をしていますが、この曲では5mを10歩で移動し
なければなりません。3年生が主体となり、動きはもちろんのこと、横一列で綺麗に動くことができているかを、
念入りに確認するなど努力を重ねる姿がありました。

二つの目の壁は暑さです。本校ではマーチング練習を基本的に屋外で行います。令和7年の夏も異常な暑
さが続き、体調管理と練習時間の確保をどのように両立させるかを考える日々が続きました。暑さを少しでも回
避するために、生徒たちは早朝から練習したり、保護者の方に冷たい飲み物やアイスを差し入れていただい
たりしながら、なんとか熱中症の生徒を出すことなく、乗り切ることができました。

さまざまな壁を乗り越えて参加させていただいた本大会は、銅賞という結果でした。まだまだ改善点があっ
たことは否めません。しかし大会を終え、改めて生徒たちはよく頑張ったな、成長したなと思え、感慨深いも
のがありました。そして次年度のコンテストに向けて、ますます頑張っていこうと決意を新たにしました。

末筆ながら、本大会に向けてご助力いただきました県吹奏楽連盟の皆様、保護者の皆様、学校関係者
の皆様に深く御礼申し上げます。ありがとうございました。

第67回栃木県アンサンブルコンテストに参加しての感想
令 和 7 年 1 2 月 2 6 日 出 中 学 生 の 部 会 場 ： 栃 木 県 教 育 会 館

12月27日旧）小学生の部・高等学校の部・大学の部・職場一般の部

｢栃木県アンサンブルコンテストに参加して」
宇都宮市立国本中学校 2 年増田誠明

打楽器三重奏で「トリオ・パー・ウノ」を演奏し、金賞をいただくことができました。「3人が一つに」とい
う名の通り、3人で息を合わせながら演奏しなければならないのがこの曲の特徴です。リズムを揃えるために呼
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吸を意識したり、音色や音量を揃えるためにス
ティックを上げる高さや角度まで、1つの音楽に聞

こえるようしっかり合わせました。それが今回の結
果に繋がったと感じています。

本番は緊張しましたが、3人のビートが噛み合っ

て、今までで一番楽しめたと思います。そして表
彰式のときに、金賞と聞いた時はとても嬉しかっ
たです。今まで、この3人で頑張ることができて
本当によかったです。そしてこれからも頑張って
いきたいと思います。

1 年 君 島 萌 香
県大会に出られると知った瞬間は嬉しすぎて飛び上がりそうになりました。練習を積み重ねていき、本番がき

て無事に演奏を終えました。代表の先輩が表彰状を受けとる番がきて、司会の方が「ゴールド金賞」と言っ
たときは、驚きと嬉しさが同時に込み上げてきて、今まで努力してきて良かったと思いました。今回アンコンに
出て、私は努力することの大切さを知ることができました。この貴重な経験を、これからのことに活かしていき
たいです。

1 年 吉 沢 瑛 太

県大会という舞台に立ち、仲間との協力、そして大切さを改めて実感しました。僕は、会場に一歩踏み出
したときに、何ともいえぬ緊張感と不安で一気に包まれ、正直うまくいく自信がありませんでした。ですが、演

奏を始めたら、一気に不安が解消され、練習の成果を出し切ることができたと思います。結果は、東関東出
場ならずという惜しい結果に終わってしまいましたが、これからはこの経験を今後の演奏や日々の練習に活かし
ていきたいと思います。

顧 問 菊 地 美 徳

今回の県大会出場を経て、生徒たちはとても大きく成長した。音楽に向き合う姿勢や、仲間と協力してひと
つのことを成し遂げる力を間近で見せてくれた｡今後も夏のコンクールに向けて､生徒たちとともに走り抜けたい。

｢挑戦できた喜び」
宇 都 宮 市 立 田 原 中 学 校 副 部 長 2 年 猪 瀬 誠 心

「37番宇都宮市立田原中学校サクソフォン3重奏」
本校としては初めての県アンサンブルコンテストの表彰式で、なんと東関東大会への出場が決まりました。

その瞬間信じられない思いと、これまでの努力が実った喜びで胸が一杯になりました。

今回、私達サクソフォン三重奏が演奏したのは、清水大輔先生作曲の「Empa thy」です。この曲に臨む
にあたり、特に ” イメージの共有 ” を大切にしてきました。「ここはどんな情景なのか」「この場面ではどんな展

開をたどるのだろう」といった、曲の細かなところまでイメージをすり合わせました。そうすることで、三人のそ
れぞれの音の良さを存分に発揮しながらも、互いの音を引き立て合い、一つの豊かな響きへと溶け合っていく
演奏を目指しました。県大会の会場である、栃木県教育会館は地区大会でも演奏した思い入れのある舞台
です。「前回の私達よりもっと良い響きを届けたい!」「今まで三人で練習してきた成果を全て出し切りたい!」と
いう強い向上心を持って本番に挑み、自分たちの目指す響きを形にすることができました。
今回の結果に満足することなく、今回の経験で得た課題を一つひとつクリアし、来年度に行われる吹奏楽

コンクールに向けて日々進歩していきたいです。

へ
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顧問の佐藤先生をはじめ、支えてくださった部員のみんな、保護者の皆様、応援してくださった方々に、感
謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございました。

｢アンサンブルから学んだこと」
栃木県立矢板東高等学校 2 年 武村香
「アンサンブルで大切なことは何よりも思いやり

です｡」これは、私が臨時で参加した吹奏楽団
に特別講師としていらした先生の言葉です。正
直、この言葉について最初は何とも思いませんで
した。私達は全員学年が違い、吹き方ももちろん

違う。ですが、私達は前向きに励ましあいながら
頑張れるような絆が深い三人組です。ですから、
思いやりはもともとあるという確信がありました。私
達はとても挑戦的な選曲しましたが、チームワークが良いからいける!と思っていました。しかし、初めて気持ちへ
のすれ違いが起きました。目標がずれて、怒ったり泣いたり、もう無理だとも何度も思いました。けれど、もう-一
度頑張ろうと、立ち直ることができました。上下関係を気にせず指摘もし、尊重しあえるようなチームワークが
次第に生まれてきました。ここには新たにアンサンブルに必要な本当の思いやりが生まれたのではないかと思い
ます。県大会本番当日。私達は「気楽に楽しんで」という気持ちで本番に臨みました。私はフルートを始めて
六年以上経ちます。私は昔から緊張しやすくどんな大会であってもすごく緊張してしまいます。ですが今回は
違いました。会場すべてが自分たちだけの空間になったような気分でした。曲の最後の特殊奏法が重なり合う
ところではもう終わってしまうのかと、少し寂しかったです。終わった時、いつもなら「やりきった」と思うのです
が今回は「楽しかった」と心の底から思いました。今まで吹奏楽をやってきた中で。いや､人生で一番楽しかっ
たと思える瞬間だったと思います。結果は金賞。東関東には進めませんでしたが大事なのは結果ではありませ
ん。今は思いやりが大切という意味がとてもよくわかります。これからも続けていく中で思いやりを大切にしてい
きたいです。そして､メンバーの二人へ。二人と頑張れたからいい経験と最高の思い出を作ることができました《，
一緒に出てくれてありがとう。

｢栃木県アンサンブルコンテストに参加して」
帝京大学吹奏楽同好会梶谷正行

ズ駕熱#猫鷲聡鯛貰婁
ですが、中学・高校時代は吹奏楽部員でした。
本学の吹奏楽同好会の部員数は毎年10人前後
で、その中でも現在日常的に活動しているのは、
先日のアンコンに出場した4人だけという小さな同
好会です。実は一度消滅したのですが、2008
年に吹奏学経験者がたくさん入学し、経験者で
あった私を顧問に担ぎ出して復活し、現在に至っ

このところ学祭でのステージのみが発表の場（
に出てみよう」と言い出し、久々にコンクールに仕
習やアルバイトとの時間調整が難しく、全員揃って
ころです。また他の団体の演奏から刺激を受け、

ダム一二一

復活し、現在に至っています。
ジのみが発表の場（写真）でしたが、昨年（2025年 )、学生が自発的に「外
久々にコンクールに出場いたしました。理工系の学生がメインですので、学生実
が難しく、全員揃っての練習が少ない中、なんとか出演できたというのが正直なと
I奏から刺激を受け、「音楽っていいな」と思ったようです。
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ところで私事で恐縮ですが、中学2年(1969年）までが順位制、3年の時から金銀銅賞制に変わりまし
たので、両制度を体験した希少種（?）の一人です。当時の演奏を今ではネットでも聴くことができますが、
聴くたびにセピア色になったシーンがいろいろ蘇ります。また､2026年3月に定年退職しますが､最後の2年間、
宇都宮で全国大会が開催され、後輩たちの出場をサポートできたことも幸せでした。指導者や保護者はもちろ
ん、当時も多くの方々に支えられていた活動だったと改めて感じました。

私の退職後は、現役のバイオリン奏者でもある教員が3代目顧問に就任します。また、今回のアンコン参加
を機に部員たちは「もっと合奏を楽しみたい」と申しておりました。機会があれば「一緒にやりませんか」と声
をかけていただければ幸いです。新生Zizzを今後もよろしくお願い申し上げます。

栃木県吹奏楽蓮照副理事長・広報部長今泉剛
数々の大会で、多くの団体が活躍した令和7年度となりました。原稿依頼は、連続とならないようにお願い

をしているとこですが、依頼先を選ぶことがたいへんだと感じる年度でした。
各顧問の皆さんは、大会運営等で他校・他団体の指導者とお会いになる際、日頃の悩み（部活動経営・

団の運営）など打ち明けたり、練習方法について質問したりしてコミュニケーションを図っておられますか？
アンサンブルコンテストでは、「退部によって出場を辞退する」ということが報告されました。部員・団員にとっ
て意義のある時間、楽しい時間を提供するためにも、私たち指導者の情報交換は大切であると思います。私
たち顧問・指導者同士の連携が求められていると感じました。

《お願い》 原稿の執筆依頼が届きましたら、お忙しいとは思いますが是非お書きいただき、
期限内にお送りくださいますようお願いいたします。
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